
「言葉をえらぶ文学」
としての日本近代文学

近代日本の「文体」再発見
2025/09/05 多田蔵人

■著書『永井荷風』（2017,東京大学出版会）



■校注『断腸亭日乗』（2024～,岩波文庫）

■
国
文
学
研
究
資
料
館

『
文
体
史
零
年
：
文
例
集

が
映
す
近
代
文
学
の
ス
タ

イ
ル
』
（
２
０
２
５
）

※

令
和
３
～
５
年
度

共
同
研
究
の
成
果

★
１
５
０
０
点
の
文
例
集

を
も
と
に
文
体
史
を
考
察



■
夏
目
漱
石

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

吾
輩
は
猫
で
あ
る
。

名
前
は
ま
だ
無
い
。

ど
こ
で
生
れ
た
か

頓
と
見
当
も
つ
か

ぬ
。…

→

特
徴
を
ど
う
説
明
す
る

か
？

■人間以外のものがしゃべる話

・坪内逍遥『壱円紙幣の履歴ばなし』
・泉鏡花『八万六千四百回』（時計）
・岡鬼太郎『指輪物語』
・内田魯庵『犬物語』
・フロード『猫の哲学』
・ホフマン『牡猫ムルの人生観』 など



■
夏
目
漱
石

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

吾
輩
は
猫
で
あ
る
。

名
前
は
ま
だ
無
い
。

ど
こ
で
生
れ
た
か

頓
と
見
当
も
つ
か

ぬ…

→

特
徴
を
ど
う
説
明
す
る

か
？

吾輩は

である

猫

時計

犬

指輪

（統辞）

範列

お札

かもね

なのよ

俺は

僕は



■ 「吾輩は～である」

・話し言葉（「言文一致体」）

・くだけた口調（「～だよ」など）
・まじめな口調（「～です」「～ます」）
・演説口調（政治家・軍人など）

猫

家庭的だが西洋小説に通じる題材を引用

軍人などの演説口調を引用

吾輩は である猫

■ 「吾輩は猫である」の引用構造



「猫」の語り

新体詩

美文

怪談

日記

朗読会

演説

それぞれ文例・文範あり

■
文
体
の
見
本
帖

■
日
本
文
学
の
「
文
体
」

①
漢
文
／
雅
文
（
古
文
）

／
俗
文
（
言
文
一
致
）

②
個
人
の
「
書
き
ぐ
せ
」

③
ジ
ャ
ン
ル
や
状
況
ご
と

の
「
言
い
ま
わ
し
」
・

「
ル
ー
ル
」

△
③
は
未
解
明

（
「
常
識
」
に
属
す
る
）

★
日
本
の
作
者
た
ち

…

言
葉
を
組
み
あ
わ
せ
て

「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
を
作
っ

て
き
た



■
日
本
文
学
の
「
文
体
」

◆
近
代
日
本
語

・
古
典
語
の
ル
ー
ル
は

残
存
、
変
化

・
西
洋
語
の
ル
ー
ル
が
膨

大
に
流
入

→

文
章
の
「
雑
居
状
況
」

★
ど
の
言
葉
を
ど
う
選
ぶ

か
？
が
重
要
な
課
題

■
ア
プ
ロ
ー
チ

★
翻
訳
す
る
と
消
え
や
す
い

箇
所
に
注
目

★
ジ
ャ
ン
ル

(

演
説
／
手
紙
／
日
記…

)

★
状
況
ご
と
の
ル
ー
ル

(

場
所
／
性
別
／
年
齢
／
聴

衆
の
数
／
戦
時
か
日
常
か

…
)



◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
安
井
兵
助
『
文
明
実
地

演

説
討
論
集
』
（
明
治
21
年
、

同
年
再
版
）

◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
澤
田
誠
武
『
雄
弁
秘
術

演

説
美
辞
法
』(

明
治
20
年
、
同

25
年
改
正
増
補
7
版)

↑「千秋文庫」印あ
り。



◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
厚
東
平
八
『
帝
国

新
演
説

美
辞
法
』(

明
治
24
年
、
同
29

年
9
版
）

◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
『
美
文
的
三
体
書
翰
』(

大

正
9)

※

三
体…

候
文
、
口
語
文
、

ハ
ガ
キ
文



◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
鹿
盬
亀
吉
『
歌
澤
節
大
全
』
（
明

治
43
年
）

・
軍
事
普
及
会
『
軍
歌
集
め
』
（
明

治
40
年
、
大
正
3
年
28
版
）

・
山
田
伊
之
助
『
再
版

絃
場
必
携
歌

曲
集
』
（
明
治
15
年
）

・
『
色
葉
韻
歌
澤
大
全
』
（
万
延
元

年
）

◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
『
言
文
一
致

明
治
書
翰
文
』
（
明

治
34
年
、
同
37
年
4
版
）

・
寒
川
鼠
骨
『
言
文
一
致
手
紙
文
』

（
明
治
36
年
、
同
39
年
7
版
）

・
尾
上
柴
舟
『
万
年
筆
新
書
翰
』

（
大
正
2
年
、
同
5
年
再
版
）



◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
木
下
祥
眞
『
言
文
一
致
文
例
』
壱
、

弐

(
明
治
34
年
。
弐
は
同
年
6
版)

◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
邨
松
守
義
『
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

Ｋ
Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｗ
Ａ―

Ｈ
Ｅ
Ｎ
．
』Ⅰ

～Ⅲ

（
明

治
19
。Ⅰ

は
22
年
訂
正
6

版
、Ⅲ

は

22
年
4
版)



◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
寒
川
鼠
骨
『
日
記
文
』
（
明
治
36

年
、
同
37
年
再
版
）

・
尾
上
柴
舟
『
日
記
の
端
よ
り
』

（
大
正
元
年
、
同
2
年
再
版
）

◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
水
野
葉
舟
『
紀
行
文
作
法
』

(

大
正
8)



◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
雑
誌
「
雄
弁
」(

明
治
43
・

7)
※

巌
谷
小
波
「
半
面
を
認
め
ら

れ
し
御
伽
噺
」
掲
載

◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
雑
誌
「
仏
教
演
説
集
誌
」(

明
治
15

～)



◆
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文

・
マ
ク
レ
ー
著
、
佐
々
木
三
郎
訳

『
説
教
学

全
』(

明
治
21)

◆
状
況
ご
と
の
文

・
蘆
川
忠
雄

『
増
訂
縮
刷

父
の
書
簡

全
』

（
大
正
４
）



◆
状
況
ご
と
の
文

・
樋
口
絞
太

『
若
き
男
女
の
手
紙
』

（
大
正
14
）

◆
状
況
ご
と
の
文

・
尾
山
婦
美
子

『
奥
さ
ん
と

令
嬢
の
手
紙
』

（
大
正
７
）



◆
状
況
ご
と
の
文

・
軍
事
学
研
究
会

『
出
征
兵
士
と
銃
後

軍
人
手
紙
文
範
』

（
昭
和
13
）

◆
状
況
ご
と
の
文

・
リ
ヒ
ト
ホ
オ
フ
ェ
ン

夫
人
、
濱
野
修
訳

『
荒
鷲
の
母
の
日
記
』

（
昭
和
14
）



◆
状
況
ご
と
の
文

・
尾
上
柴
舟
『
万
年
筆
新
書
翰
』

（
大
正
2
年
、
同
5
年
再
版
）

■
国
文
学
研
究
資
料
館

『
文
体
史
零
年
：
文
例
集

が
映
す
近
代
文
学
の
ス
タ

イ
ル
』
（
２
０
２
５
）

※

Ｒ
３
～
Ｒ
５
年
度

共
同
研
究
の
成
果

★
１
５
０
０
点
の
文
例
集

を
も
と
に
文
体
史
を
考
察



■
研
究
面
の
利
点

◆
森
田
思
軒
訳

ユ
ゴ
ー
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
』
訳
稿

■
中
原
中
也
訳
、

Ｒ
．
ヴ
ァ
ル
モ
ー
ル

『
矜
持
よ
、
恕
せ
！
』
訳
稿

（CW_3_346_335）



■
『
矜
持
よ
、
恕
せ
！
』

○
「
矜
持
」
の
呼
び
か
た

「
お
ま
へ
」
／
「
そ
ち
」
／

「
そ
な
た
」

←
重
複

■
ヴ
ァ
ル
モ
ー
ル

『
矜
持
よ
、
恕
せ
！
』
訳
稿

○
自
分
の
心
を
そ
な
た
よ
り
も

い
と
し
ん
だ

「
の
だ
」

「
だ
が
」

「
の
だ
つ
た
が
」

「
つ
け
」

「
つ
け
が
、
」

★
俗
語
を
一
度
検
討→

削
除



■
正
宗
白
鳥
旧
蔵

ト
ル
ス
ト
イ

『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』

★
書
込
み

「
［
略
］
ア
ン
ナ
の
心
理
は
今

よ
り
見
れ
ば
平
凡
な
り
凡
て
が

常
套
な
り
レ
ビ
ン
の
煩
悶
も
予

が
二
十
前
後
の
と
同
じ
」

◆

島
尾
敏
雄
『
摩
耶

た
ち
へ
の
偏
見
』
草
稿

（
鹿
児
島
県
立
奄
美
図

書
館
蔵
）

※

草
稿
は
旧
か
な
づ
か
い
。

★
昭
和
25･

8
「
婦
人
画
報
」

本
文
は
新
か
な
づ
か
い



◆
中
里
恒
子｢

花
を
持
て
る
童
女｣

(
「
海
」
昭
和
49･

7)

架
蔵

・
指
示｢

旧
か
な
づ
か
い
で
組

ん
で
下
さ
い｣

★
最
近
は
「
国
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
で
、
自
筆

資
料
と
活
字
本
文
の
比

較
が
容
易
に

♪続々追加中！

例:「武者小路実篤」195件



★
武
者
小
路
は

昭
和
34
年
に
新
か
な
に

『外国でやりたい
二つの展覧会』
（昭和29）⇒

⇐『或る男
の思い出』
（昭和34）

■
「
文
体
」
の
再
発
見

★
「
言
葉
を
え
ら
ぶ
文

学
」
と
し
て
の
日
本
文
学

･

同
じ
内
容
で
も
、
ど
の

言
葉
や
言
い
ま
わ
し
を
選

ぶ
か
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
全

く
異
な
る

･

「
文
体
」
の
ヴ
ァ
リ
エ

イ
シ
ョ
ン

近
代
日
本
の
文
化
的
多
相

性
を
把
握


